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目的と問題 

自然体験活動とは，一般的には自然を利用した

体験活動全般であるが，本研究では「山や海とい

った自然を活用した体験活動のうち，宿泊を伴う

集団生活を行うもの」とした。また，レジリエン

スとは「複雑で多面的で常に変化し，脅威的，困

難な状況でも，上手く適応する能力，特性」であ

る。中島・田中（2014）は，小学3～6年生に質問

紙調査を実施し，自然体験活動を5回以上してい

る者は，社会的スキルが高く，レジリエンスと正

の相関がみられたとしている。このように相関関

係を検討した研究はみられるが，活動を独立変数

として検討した研究はあまりみられない。そこで，

本研究では，自然体験活動を独立変数として，レ

ジリエンスに与える影響を検討する。 

方法 

質問紙 独自に作成したレジリエンス尺度27

項目，日常の自然体験5項目，キャンプ中の体験

20項目，宿泊を伴うキャンプへの参加回数，日常

生活体験（ポジティブ・ネガティブな体験）をい

ずれも4件法で回答を求めた。 

研究協力者 8泊9日のキャンプに参加した小

学3年生～中学2年生の児童生徒63名（女子28名，

男子35名，平均年齢10.52歳）を体験活動群とし，

小学5年生1学級35名（女子18名，男子17名，平均

年齢10.14歳）を対照群とした。 

キャンプの概要 体験活動群は，異性異年齢の

7～8名と大学生ボランティアリーダー1名で構成

された班に所属し，日課（例：食事作り），グル

ープワーク（例：秘密基地作り，パーティー），

チャレンジ（例：長距離を歩く，4ｍの壁を登り

きる）を8泊9日で行った。 

測定 体験活動群：2016年3月下旬のキャンプ

初日に1回目，4月上旬のキャンプ最終日に2回目，

5月下旬に3回目の測定をした。対照群：5月下旬

に，8日の間隔を空けて2回の測定をした。 

結果と考察 

レジリエンス尺度27項目について因子分析を

繰り返し行い，21項目，4因子（F1：ソーシャル

サポート，F2：フォロアーシップ，F3：コンピ

テンス，F4：肯定的な未来志向）を抽出した。因

子ごとのα係数は，それぞれ.87，.86，.77，.79で

あった。1～3回目に測定したレジリエンス尺度得

点について，因子ごとに分散分析を行った結果，

コンピテンスの測定時期の主効果が有意であり

(F(2,70)=11.12, p<.001)，さらに多重比較の結果，

1回目から2回目の得点が5％水準で有意に上昇し

ており，2回目と3回目の得点に有意差はなくキャ

ンプ後もコンピテンスは維持されていた。日常生

活体験とレジリエンス尺度得点の相関係数を算

出した結果，ポジティブ体験（r = .46, p<.01）

ネガティブ体験（r = .37, p<.05）の両方にコン

ピテンス得点と正の相関がみられた。項目ごとに

相関係数を求めると，ポジティブ・ネガティブ体

験の対になっている項目に正の相関がみられた

（ポジティブ：友だちとケンカしたが仲直りでき

た。ネガティブ：友だちとケンカした。r = .55, 

p<.001）。これは，日常生活でネガティブな体験

をしてもうまく対処できたことを示唆しており，

自然体験活動で高まったコンピテンスが日常生

活でも発揮されていると考えられる。 

キャンプ中の体験（F1：集団生活，F2：自然

体験，F3：無力感）がレジリエンスに与える影響

を検討するため，重回帰分析を行った結果，集団

生活がレジリエンスに正の影響を与えていた（β 

= .82, F（3, 53）= 33.04, R
2
=.63, p <.001）。こ

れは，キャンプ中の活動において仲間と協力，挑

戦したという体験などがレジリエンスに正の影

響を与えたと考えられる。さらに，体験活動群と

対照群を比較検討するため，2要因分散分析（群×

測定時期（1回目，2回目））を項目ごとに行った

結果，コンピテンス1項目の交互作用が有意であ

り，体験活動群の得点が上昇していた。このよう

に，得点が上昇した因子，項目が確かめられたこ

とから，自然体験活動を行うことによってレジリ

エンスが高まることが示唆された。 
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